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研究成果の概要（和文）： 

日本と中国の双方に居住する中国残留日本人・日系人の生活と社会意識を、インテンシヴな

面接聞き取り調査によって明らかにし、しかもそれをポスト・コロニアルの歴史的な社会変動、

特に日本と中国の越境的社会圏の構築過程として把握した。これらの研究成果を、学術論文・

口頭報告・書籍・国際シンポジウムでの招待講演等として発表するとともに、マスメディア・

教育界・法曹界等を通じて社会に還元・発信した。 

 
 
研究成果の概要（英文）： 
We have researched the life and social consciousness of War-displaced Japanese orphans 
in China living in Japan or China with intensive interviewing method. Also we have 
comprehended the result as post-colonial social change of the east Asia. It is the process 
of construction of cross-border social circle between Japan and China. We have published 
the outcome as treaties, books and have read papers at some academic meetings, 
international symposium. We have reported it through mass-media, and have contributed 
to the educational and legal circles. 
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１．研究開始当初の背景 (1) 従来、中国残留日本人・日系人に関
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する先行研究の多くは、日本への帰国者

に視野を限定し、しかも日本語学習、就

学・就職、ナショナル・アイデンティテ

ィ、異文化適応、行政施策の変遷等、細

分化された個別課題に焦点を当ててきた。

またそれらの多様な個別課題の分析を複

合して、多角的・学際的に残留日本人・

日系人の実像を解明しようとする共同研

究もあった。 

 

(2) しかし一人ひとりの中国残留日本

人・日系人の生活・社会意識を、歴史的

な社会構造変動・新たな越境的社会圏の

構築過程として、一貫したパースペクテ

ィヴと方法論のもとで把握する研究は、

未だなされてこなかった。 

 

(3) こうした背景をふまえ、本研究は、

戦後日本の地域社会学の分野で形成され

てきた「構造分析」の方法論を発展的に

適応し、諸個人の「生命=生活(life)」の

発展的再生産過程、および東アジアのト

ランス・ナショナルな社会構造変動を貫

通する論理を、「下からの歴史形成」過程

として実証的に解明することをめざした。 

 
 
２．研究の目的 

(1) 本研究の目的は、日本と中国の双方

に居住する中国残留日本人・日系人の生

活と社会意識を、インテンシヴな面接聞

き取り、および継続的な参与観察によっ

て明らかにし、しかもそれをポスト・コ

ロニアルの歴史的な社会変動、特に東ア

ジアの越境的社会圏の構築過程として把

握することにある。 

(2) この実証研究を通して、①歴史・国

家に翻弄される諸個人が、いかなる形で

主体的に生活・社会を形成しつつあるか、

②ポスト・コロニアル時代における東ア

ジアの越境的な主体と社会圏が、どのよ

うに形成されつつあるか、そして③自然

本質主義と社会構築主義の二分法の克服

をも射程に入れた血統主義的国民統合の

内在的批判が、いかに可能かといった諸

論点にアプローチする。 

 

(3) また現在、社会問題となっている残

留日本人・日系人問題の実践的解決にと

って有益な社会学的知見を提供する。 

 
 
３．研究の方法 

(1) 本研究の主要な方法はインテンシヴ

な面接聞き取り、および継続的な参与観

察にもとづく実態調査である。調査のフ

ィールドは、日本・中国の双方にまたが

る。調査での主な使用言語は中国語であ

る。 

 

(2) 調査を貫く基本的な方法論は、日本

の地域社会学で培われてきた生活過程分

析にもとづく社会変動論である。 

 

(3) 本研究では、計約 350 名の中国残留

日本人・日系人、およびその家族(配偶

者・養父母等)への面接聞き取り調査を実

施した。また約 50 名の対象者について、

継続的な参与観察を実施した。聞き取り

はほぼすべて録音し、日本語に翻訳して

文書データ化した。 

 

(4) また中国残留日本人の労働・生活、

国家賠償訴訟・政府支援策等に関する諸

資料も収集・分析した。 

 

(5) さらに残留日本人・日系人が日本帰

国後、生徒として多数通った夜間中学校



をフィールドとして、全国規模・1150 名

の生徒を対象にアンケート調査も実施し

た。 

 
 
４． 研究成果 

(1) 日本・中国双方での先行研究の到

達点と課題を総括するとともに、残留

日本人・日系人、およびその家族計約

350 名に関するインテンシヴな面接聞

き取り・参与観察調査の結果を日本語

に翻訳・整理し、分析した。その成果

の一端を数本の学術論文として発表し

た。発表雑誌論文の③・④・⑤・⑥が

該当する。 

 

(2) 上記のうち、特に兵庫県に在住す

る残留日本人孤児 1 世の生活と社会意

識に関する調査結果を、報告書『日本

人として 日本の地で 人間らしく生

きるために』として総括し、公刊した。

主な発表論文等の図書①が該当する。

またこれを礎石とした最終総括として

の書籍原稿を執筆し、ほぼ最終遂行段

階に到達した。 

 

(3) 残留日本人・帰国者が生徒として

多数通っていた夜間中学校において、

全国で 1150 名に対するアンケート調

査を実施した。その成果の一端を、学

会発表、学術論文として発表した。主

な発表雑誌論文の①、学会発表③が該

当する。 

 

(4) 各種実証研究の成果をふまえ、本

研究テーマの基礎となる東アジアの越

境的社会圏について考察を深めた。一

方で生活過程分析にもとづく社会変動

論の方法を堅持しつつ、世界システム

論・帝国論等の知見も援用し、総括し

た。その成果を、学術論文として発表

するとともに、学会・国際シンポジウ

ム等の招待講演として報告した。主な

発表雑誌論文②、学会発表①・②がこ

れに該当する。 

 

(5) 研究成果の海外への発信として、

Sun-In Kweon 教授(ソウル大学)の依頼

に よ り 、 “Multicultural Japan & 

Identity Politics( 原 語 は ハ ン グ

ル )”Seoul National University 

Press に 、 “Human Development & 

Publicness Mirrored in Japanese War 

Orphans Left Behind in China: 

Critical Nationalism & Non-Nation 

State”を執筆した。主な発表論文等の

図書②が該当する。またこれ以外に、

D.Chapman 博士(University of South 

Australia) ・ K.J.Krogness 博 士

(Nordic Institute of Asian Studies)

の 依 頼 に よ り 、 “Household 

Registraion in Japan :The Past and 

Present””Routledge に、“Blood and 

Country: Chūgoku Zanryū Koji, 

Nationality and the Koseki”を執筆

し、本書は現在、最終校正中である。 

 

(6) 主な研究成果の社会への還元・社

会貢献として、東京・兵庫で関係者(当

事者・支援者・夜間中学関係者等)への

報告会を開催した。また九州弁護士会

の招待で、残留日本人・日系人の生活

実態に関する講演(「残留日本人二世の

生活と問題の所在」)を行った。第 57

回全国夜間中学校研究大会で、基調講

演(「ミネルヴァのふくろうたち:夜間

中学生の生活と学習」)を行った。各種



マスコミにも研究成果を公開した。特

に NHK 国際ラジオ・多言語ニュース・

インサイトで「残留孤児問題の今」の

解説者として、各国に多言語で研究成

果の一端を発信した。 
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